
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

「親子に寄り添うサポーターを目指して」 

11 月 18 日（金）、とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館）にて、標題 
研修会を開催しました。前半は、事務局から、なぜ親自身の笑顔を応援するこ 
とが大切なのかという理由についてアンケートの分析結果をもとにお伝えしま 

した。それを受け、後半は、NPO 法人親子コミュニケーション 
ラボ 代表理事 天野 ひかり 様から「子育てで大切なたったひ 
とつのこと。そのために…」という演題でご講話いただきまし 
た。子どもの健やかな心を育むためには、親の自己肯定感を高め、親子が日常をともにする家庭での 
生活が、笑顔と安らぎに満たされた空間の中で営まれることがいかに大切かについて考えることがで 
きた時間となりました。地域社会や学校、行政等が手を携えて子育て家庭の「支え」となれるよう、 
お力添えをいただければ幸いです。 

「音楽でハッピーに♪」 

【参加者の感想】 
・子どもとの関わり方がよく分かる内容
でした。早速、実践してみたいと思い
ます。 

・土沢先生の「親にゆとりが必要」とい
うお話、とても共感しました。 

・グループワークを通じて他校の皆さん
とつながることができ、有意義な時間
でした。 

＊ホームページでも情報発信中！ 
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 10 月 13 日（木）下野市南河内公 
民館を会場に、下都賀地区ＰＴＡ 
指導者研修Ⅱを開催しました。 

前半は「子どもの心の成長を支え 
る親の関わり方」と題して、宇都宮 
共和大学教授 土沢 薫 氏よりご講演いただきまし
た。また、後半はグループ協議とし、子どもの心の成長
を支えるために、ＰＴＡの組織としてどんなことができ
るかについて考えました。参加者同士が実際に向き合
い、意見交換をすることで、有意義な時間となりました。 

「下野 JLC の活動」 

中高生で構成されているボランティ 
ア団体である下野ＪＬＣ（ジュニア 
リーダースクラブ）では、様々な地 
域イベントにてお手伝いを行ってい 
ます。１２月３日（土）には「こどもフリマ」に運営ボ
ランティアとして参加しました。こどもフリマは、小学
２年生から中学３年生がこども店長としてブースを出店
し、お客さんも中学生以下のみが入店することができる
子どもだけのフリーマーケットです。ＪＬＣ会員は、買
い物中のトラブルや困りごとのサポート、両替所の管理
などを担当しました。主催者からは「お手伝いいただけ
てとても心強かった。次回以降もぜひ協力してほしい。」 

とのお言葉をいただくことができまし 
た。子どもたちの成長に関わる貴重な 
機会に携わることができ、ＪＬＣ会員 
にとっても、大変有意義な経験となっ 
ています。 

小山市教育委員会生涯学習課では、 
「おやま市民大学」を毎年企画してお 
り、今年初めての試みとして、「子育て 
サポーター養成講座」を 10 月 31 日に 
スタートさせました。約半年間、6 回に 
渡るコースです。小山市家庭教育オピニ 
オンリーダー連絡会ポケットの会の皆様 
の立案によるもので、同会には託児の協 
力もいただいています。 
 事務局の予想をはるかに超える21名の方から申込みが
あり、家庭教育支援・子育て支援への関心の高さが伺    
えます。既に 2 回が終了しており、大学准教授や現役の 

保育園の園長先生から、豊富な 
経験と知識に基づく貴重なお 
話をいただくことができまし 
た。そろそろ折り返し地点にな 
りますが、実りある講座になる 
よう、誠心誠意努めていきたい 
と思います。 

 

９月１１日（日）、壬生町城址公 
園ホールにて第５回みぶ吹奏楽団 
定期演奏会が開催されました。感 
染症対策のため、練習会場が使え 
なかったり、練習時間が短くなっ 
てしまったりと、思うように練習 
できない期間もありました。そんな中で、今できる精一
杯を心を込めてお届けしたい一心で３年ぶりとなる演奏
会に臨みました。 
 楽団が演奏会で着ている黄色いポロシャツをみぶ吹ハ
ッピーイエローと呼んでいます。それにちなみ、今回「み
ぶすいハッピーイエロー２０２２」と題し、会場ロビー
に町の子どもたちが描いたひまわりの絵を展示しまし
た。会場に来たお客様には、耳でも目でも楽しんでいた 

だけたと思います。 
人と人の間に音楽あり。 

今後も地域の人の心に寄り
添い、人 と人を つなぐ 一    
助になれるよう活動してい
きます。 

 


